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点）に着目した場合，前者の開花は 10 年当たり 1.0





































































ば，かねて米国の Madden & Julian（1971）が検証し
た，30～60 日間の周期で赤道域に沿って西方から東
へ東進する擾乱（＝マッデン・ジュリアン振動：


































































北太平洋と北大西洋との間で，NAO が同期する 1 つ
のテレコネクションが想定される．
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